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研究成果の概要（和文）：本課題では新たな国土軸＝スーパーメガリージョンを形成することが求められる中
で，戦略的な強化策が求められる国際拠点空港のゲートウェイ機能競争力強化策立案のための方法論の提案を目
的として研究を遂行した．具体的には高速鉄道（HSR）との共存による旅客便益の向上のための運賃補助などの
政策の効果，機能分担の効果およびその実現可能性，首都圏発着需要に着目した航空輸送とHSRの協調の可能性
とその効果について理論的かつ実証的に研究を遂行し，得られた結果に基づき実務に対する有益な示唆を得るこ
とができた．

研究成果の概要（英文）：This research project proposes a new methodology for enforcing the gateway 
function of the main international airports of Japan from the strategic point of view under the 
construction of the new national backbone, that is "Super Mega Region."  Particularly, we discuss 
the effective policies of the win-win and cooperative relationship between air transport and high 
speed rail (HSR) for improving the passengers' benefits and enforcing the role sharing for 
international transport based on Tokyo Metropolitan Area. We carry out these researches in both 
theoretical and empirical ways and we can find some policy implications for making the cooperative 
relationship between air and HSR transport from our results.

研究分野：国土計画

キーワード： 国土計画　空港計画　航空輸送　高速鉄道
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
安倍政権成立以降，わが国は経済最優先の
政策立案・実行の方針の下，産業の再建に邁
進している．産業振興においては従来の輸出
型貿易をさらに発展させるために，港湾・空
港と行った国際社会資本の再整備・戦略的経
営の方針を打ち出している．これにより，首
都圏・近畿といった経済拠点だけではなく，
地方都市にも経済成長の恩恵をあまねく渡
らせるという「地方創生」が実現できると謳
っている．このように，わが国の国際社会資
本は建設・充足といった段階からさらに進展
し，戦略的な視点からの経営・マネジメント
が必要とされる段階になったといえる．一方
で，ICAO をはじめとする国際機関はアジア
太平洋市場が北米・欧州市場と並ぶ航空輸送
市場となると予測している．各国・地域はこ
れに対応し，自国・地域の経済的地位の維
持・向上を目指し滑走路容量の増進をはじめ
とした拠点空港の競争力強化につとめてい
る．例えばわが国の拠点空港の最大のライバ
ルの一つと考えられる韓国・仁川空港では
2008年より 4000m長の第 3滑走路の供用を
開始し，グローバルハブ空港への歩みを着実
に強めつつある．また開港以来滑走路容量な
ど施設的な充足はあまりなかった香港・チェ
クラップコク空港においても，10年以上先の
話ではあるものの，沖合第 3滑走路の計画が
発表されるなど，アジアのゲートウェイとし
ての機能維持のための危機感が強く表れた
政策を発表している．他方，前出の空港を含
むアジアの拠点空港においては競争力をさ
らに強化するために，空港と利用者である航
空会社との協力関係，いわゆる「垂直的統合」
の促進を目指すところもシンガポール空港
とシンガポール航空の例を引くまでもなく，
増加傾向にある．拠点空港の繁栄はその利用
者である航空会社の繁栄あってこそ，といっ
た win-win の関係醸成を目指す傾向が強い
といえる．このような周辺国・地域での空港
の機能強化策が打ち出される中，「国土のグ
ランドデザイン 2050」が 2014年 7月に発表
された．国際的な競争と流動が今以上に大き
な意味を持ち，その中でわが国の新たな国土
軸形成を提案したグランドデザイン 2050 で
は，スーパーメガリージョン形成が謳われて
おり，国際的な競争力を維持増強することが
必須である空港のマネジメントにおいては
さらなる戦略性が求められていた． 

 
２．研究の目的 
本課題では今後さらに深化する国際的な
競争に対応すべく新たな国土軸＝スーパー
メガリージョンを形成することが求められ
る中で，戦略的な強化策が求められる国際拠
点空港のゲートウェイ機能競争力強化策立
案のための方法論の提案を目的とする．具体
的には首都圏空港と中部・近畿地方に立地す
る国際拠点空港における輸送網の充実とゲ
ートウェイ機能強化のための集約的経営（バ

ンドリング）を含めた運営方法，方面別輸送
などの棲み分けによる効果予測，新幹線との
競争ならびに相互補完策（協調策）について
検討し，最終的には国土形成上望ましいゲー
トウェイ機能を達成する複数ハブ空港の運
営方法の提案を行い，その実現に必要な規制
緩和等の政策実施上の課題を指摘する． 
 
３．研究の方法 
本研究課題は対象とする輸送市場の基礎
的な分析に加え，主として以下のような研究
課題で構成される． 
 
1) HSRと航空輸送との協調可能性の検討 
既開発のsupply-demand型需要予測モデル
である Bi-level モデルを改良・応用し，今
後想定されうる政策が実行された場合の旅
客流動，空港の競争力などについてシミュレ
ーションを通じて検討する．そして高速鉄道
（HSR）が設置された状況下での拠点空港，
あるいは航空会社が取り得るオプションに
ついて考究する． 
2) 空港経営の集約化と分権的管理に関する
方法論の検討 
空港経営の効率化ならびに利用者への便
益の還元についての理論構築を行い，さらに
構築した理論に基づき，スーパーメガリージ
ョン形成時における空港経営の効率的効果
的方法について検討を加える．ここでは「2
面市場モデル」を援用するとともに，空港の
組み合わせ最適化による効果やHSRの影響を
も組み込み，バンドリングを含む空港経営の
集約化と分権的管理がどのようなバランス
で存在すれば利用者の便益をより高められ
るのか，について検討する． 
3) 東アジア国際航空旅客輸送市場を対象と
した政策シミュレーションとスーパーメ
ガリージョン形成下での複数拠点空港の
望ましいマネジメント手法の検討 
本申請課題のまとめであるスーパーメガ
リージョン形成時における複数空港のマネ
ジメント手法を状況別に提案することを目
的としている． 
 
４．研究成果 
ここでは得られた研究成果のうち，ジャー
ナル掲載論文を中心に成果をまとめた． 
 
(1) 空港と HSRとの連携の効果に関する理論
的検討 
HSR が乗り入れる空港と HSR とが協調した
場合の輸送ネットワークへの影響を理論的
に分析した． 
ここでは航空会社ならびにHSRで構成され
るキャリアレベル（上位）と利用者（下位）
の最適化行動で構成される Bi-level モデル
を拡張し，空港の行動モデルを最上位に設定
して，3 層構造のモデルとして定式化および
数値計算を行った．なお，空港は互いに競争
的であり，着陸料を設定することにより，利



潤極大を目指すと設定している．その結果，
(i)比較的需要の小さな空港とHSRが協調し，
空港側がHSRとの乗り継ぎ客に対して運賃補
助を実施した場合，需要の大きな空港の混雑
を緩和するとともに，航空会社にとっては利
潤増加，利用者にとっては便益の向上をもた
らす，(ii)(i)のタイプの協調は結果として
社会厚生の向上ももたらす，という結論を得
た．このことから，HSR が十分に利用できる
環境下では巨大空港のハブ機能強化が航空
会社並びに利用者にとって必ずしも望まし
いとは限らず，HSR による機能分散もまた社
会的に望ましい結果を導くという示唆を得
た． 
な お ， 本 論 文 は 国 際 ジ ャ ー ナ ル
“Transportation Research A”に登載され
ている（雑誌論文 4参照）． 
 
(2) 航空輸送とHSRとの連携による複数空港
の機能分担に関する理論的検討 
容量制約の厳しい空港の需要を補完する
ために，新幹線を含めた国内フィーダーネッ
トワーク利用によるゲートウェイ空港の効
果的利用促進を行う空港運営方法を理論的
に検討した．キャリアレベルと利用者レベル
で構成される Bi-level モデルを援用し，簡
単な 4ノードネットワークに適用し，旅客な
らびに航空会社への補助金政策を検討する
ために，シナリオ分析を行った． 
分析の結果，混雑空港以外のゲートウェイ
空港発着の国際線利用者への運賃負担（HSR
利用客への運賃補助を指す）を行うことによ
り効果的に誘導できることがわかった． 
 

表-1 HSR接続旅客への補助の影響（OD: 

国際線） 

 
HSR 50 HSR 100 HSR 150 

Case 1 0.3 1.5 4.3 

Case 2 1.1 14.9 21.1 

Case 3 8.1 14.1 13.8 

単位：% 
注：各ケースで補助を行わない場合の流動
量を 100としてその増減を示している． 
 
また航空会社の収益も潜在流動量が大き
くなれば，補助によって収益が増加する可能
性があることが示された． 
なお，本研究は「第 55 回土木計画学研究
発表会」において発表された（学会発表 4参
照） 
 
(3) 北東アジアのトランジット空港選択の
実態とその要因文責 
北米＝東南・南アジア間の大陸間横断フラ
イトにおいて，太平洋周りの場合，成田空港，
仁川空港，桃園空港，香港空港の 4空港が主
たるトランジット空港となっている．本研究

では，北東アジアのトランジット空港選択の
実態を，データベースの解析から明らかにし
た．桃園空港はタンソンニャット空港を OD
とするルートでトランジット旅客数を伸ば
し，成田空港からは主に仁川空港にトランジ
ット旅客がシフトしていることがわかった．
また，成田空港のトランジット旅客を対象に
AHP（階層化分析法）を用いて，乗継ルート
選択において重視する要因の重要度を明ら
かにした．その結果，業務目的は「航空会社」
を最も重視している一方，観光・VFR 目的は
利用する「フライト」を最も重視する結果を
得た．「空港」はどの旅行目的でも相対的に
高いウェイトではなかったものの2割前後で
あり，重要な要因として認識されていること
がわかった． 
なお，本論文は国内ジャーナル「運輸政策
研究」に掲載された（雑誌論文 2参照）． 
 
(4) 新幹線と航空輸送の競合に関する実
証分析 
新幹線と航空は共に，我が国の国土軸の基
幹となる都市間交通手段として重要な役割
を果たしている．新幹線と航空は，運賃や所
要時間の面で拮抗している場合には，競合関
係となるが，歴史的には，新幹線の開通によ
って平行路線の航空路線が縮小あるいは撤
廃されるという現象が起こっている．2015 年
3 月の東京―金沢間の北陸新幹線開業は，そ
れ以前までも競合関係にあった東京―北陸
地方間の，鉄道と航空路線との競合関係に影
響を与えたと考えられる．空港の効率的効果
的運用政策の検討において，需要分析や需要
予測は極めて重要な要素であるが，その検証
の対象となる交通体系の大きな変化の機会
は少なく，北陸新幹線の開業は貴重な事例で
ある．そこで本研究では，北陸地方の航空路
線（羽田―小松，羽田―能登，羽田―富山の
3 路線）の相互影響関係に対して，ベクトル
自己回帰モデルを中心とした時系列分析を
適用することにより，北陸新幹線開業がこれ
ら3つの航空路線の旅客需要変動に与えた影
響を定量的に推定した． 
な お ， 本 論 文 は 国 際 会 議 で あ る
“ATRS2016”において発表された（学会発表
6参照）． 
 
(5)LCC 参入によるマルチマーケットコン
タクトに関する実証分析 
LCC の参入による市場の変化を把握するた
めに，マルチマーケットコンタクトの有無に
ついて検討する．アジアでは LCC 参入市場に
ついての十分なデータの収集が難しいため，
データの豊富な米国国内市場を対象として
分析を行った．具体的には，米国内において
エアトランの買収を経て路線網を拡大する
サウスウエストついて，マルチマーケットコ
ンタクトによる運賃上昇効果の買収前後の
変化について分析を行った．その結果として，
サウスウエストのマルチマーケットコンタ



クトによる運賃上昇効果について買収前後
において変化がなかったものの，サウスウエ
ストとの競争に直面していたライバルにつ
いては，買収後にマルチマーケットコンタク
トの運賃上昇効果が強まっていたことが示
された．この成果は，LCC が成長を続ける
ASEAN 市場においても適応可能性があると言
う示唆を得た． 
なお，本論文は国際ジャーナル“Global 

Journal of Management and Business Research”
に掲載されている（雑誌論文 5参照）． 
 
(6) 航空輸送と HSR との協調の影響分析 
(2)でも適用したBi-levelモデルを実ネッ
トワークに適用し，航空輸送（航空会社）と
HSR との協調が輸送ネットワーク構成，なら
びに社会経済に対する影響について首都圏
発着需要を中心に検討した．ここでは近距離
として国内輸送（関西），アジア路線（ソウ
ル），長距離として欧州路線（フランクフル
ト，パリ，ロンドン），太平洋路線（北米）
を取り上げ，分析を行った． 
 
表-2 利潤の変化（部分） 

区間 
airline 1 

Case1 Case2 Case3 

HND-KIX 

(Tokyo-Osaka) 
- 0.6 -2.2 

HND-ICN 2.3 1.6 -2.1 

NRT-ICN 3.1 1.4 -2.7 

KIX-ICN 2.7 2.6 -0.1 

HND-FRA -2.4 0.1 0.1 

NRT-FRA -2.4 -0.2 -0.1 

ICN-FRA - - - 

HND-CDG - - - 

NRT-CDG 1.0 2.2 0.2 

注：NRT（成田），HND（羽田），KIX（関西），
ICN（インチョン），FRA（フランクフルト），
CDG（パリ・ドゴール）を指す． 
 
まず再現精度について検討した．モデルの
再現精度は良好であり，実用に耐えうるもの
であることが確認された．そして，シミュレ
ーションとしては 3 つのアライアンスと HSR
（新幹線）との協調（共同運航）を行うとい
う 3通りのシナリオについて検討した．その
結果，(i)航空会社の利潤は航空会社が羽田
をハブとして設定している場合，HSR との協
調により増加する，(ii)(i)の条件を満たし
かつ運航費用が低廉な航空会社とHSRが協調
した場合，その結合利潤も増加する，(iii)
国内線を運航せず羽田空港にハブを持たな
い航空会社と HSR が協調した場合，航空会社
間に価格競争をもたらすものの，利潤は伸ば

すことができない，(iv)旅客にとっては
(iii)に該当する航空会社と HSR の協調が期
待効用を増加させるため望ましい，という示
唆を得た． 
なお，本論文は英国より出版された
“Airline Economics Vol.5”に収録されて
いる（図書 1参照）． 
 
(7) 複数空港地域におけるスロット配分
の変化の影響分析 
複数空港が存在する地域において，スロッ
トの割り当てが変化した場合にどのような
影響が輸送ネットワーク上に現れうるのか，
について首都圏を対象に分析を行った．ここ
では羽田空港における国際線へのスロット
割り当てが拡大した場合に生じる影響につ
いて，航空会社への影響に絞って検討を加え
た．bi-level モデルを用いて首都圏発着の日
韓路線についてシミュレーションを行った．
その結果，羽田でのスロット割り当てを増や
すに伴い，日韓線では羽田，成田いずれも全
社において運賃低下が生じるが，収益の点で
は日系航空会社，韓国系航空会社，LCC とで
異なる結果となることがわかった．さらに，
運賃構成の傾向については，市場シェアから
韓国系航空会社のHND発着路線がプライスリ
ーダー的に働いており，他社，特に LCC はそ
れに対応するように運賃を構成する傾向に
あることが示唆された． 
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図-1 収益の変化 

 
なお，本論文は国内ジャーナル「国民経済
雑誌」に掲載されている（雑誌論文 3参照）． 
 
(8)HSR を伴う複数空港システムにおける
合理的な空港課金についての理論的検討 
HSR が整備された環境下で複数空港システ
ムが稼働した場合，社会厚生を向上させる課
金方式としてどのようなものが望ましいか，
について理論的に検討を加えた．ここでは
(1)でも適用した拡張型Bi-levelモデルを援
用し，2 空港システム（うち，1 空港は厳し
い容量制約を持つものとする）におけるター
ミナルチャージ（旅客側）と着陸料（航空会
社側）への課金を取り上げ，検討を加えた．



さらに需要規模に関する感度分析も併せて
行った．その結果，(i)混雑していない空港
（容量制約はない）での課金を引き下げるこ
とは社会厚生を向上させる点では望ましい，
(ii)混雑していない空港のターミナルチャ
ージを引き下げることで当該空港のゲート
ウェイ機能を向上させることが期待でき，そ
れはHSRからの乗り継ぎ客の増加でもたらさ
れる，(iii)混雑している空港の容量制約が
相対的に厳しくない場合，空港間で課金を調
整することで空港の収益最大化と社会厚生
の向上は両立しうる場合があるが，それは極
めて限られた条件下でしか生じない，(vi)収
益性の点から考えれば，航空会社と HSR の協
調は2空港間での需要差が縮小した場合には
可能となる，という示唆を得た． 
な お ， 本 論 文 は 国 際 ジ ャ ー ナ ル
“Transportation Research A”に登載が決
定している（雑誌論文 1参照）． 
 
以上のように，HSR とゲートウェイ空港に
よって構成されるスーパーメガリージョン
における効率的効果的運用方策についての
理論的示唆，およびシミュレーションによる
効果予測を行うことができた． 
本研究の成果は今後の航空政策を考える
のみならず，航空輸送と HSR との共存，機能
補完を考える上で重要な示唆を与えている
といえ，その成果は国内のみならず海外にお
いても有効であることが期待できる． 
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